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第 54回
少林寺拳法全日本学生大会
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ニュース

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
日
本
武
道
館
で
武
道

大
会
が
開
か
れ
る
の
は
、
10
月
の
第
63
回

関
東
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
に
続
い
て

２
度
目
。
相
手
と
の
接
触
が
避
け
ら
れ
な

い
武
道
競
技
は
春
以
降
、
全
国
規
模
の
大

会
の
中
止
や
延
期
が
続
い
た
が
、
感
染
予

防
策
を
徹
底
す
る
こ
と
で
大
会
再
開
の
動

き
が
よ
う
や
く
本
格
化
し
て
き
た
。

　

今
大
会
は
「
愛
と
平
和
」
を
テ
ー
マ

に
、「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
時
代
に
対
応

し
て
い
く
大
会
を
目
指
し
た
。
組
演
武
、

三
人
掛
、
単
独
演
武
の
３
部
門
と
し
、
計

16
種
目
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
各
大
学
１
枠
に

制
限
。
出
場
選
手
を
級
・
段
位
別
に
２
班

に
分
け
、
午
前
・
午
後
の
２
部
制
で
開
催

し
た
。
競
技
で
は
、
通
常
審
判
５
人
制
の

と
こ
ろ
３
人
制
を
採
用
。
総
合
点
300
点
満

点
で
、
基
準
点
（
白
帯
か
ら
級
拳
士
は
255

点
、
有
段
者
は
258
点
）
以
上
に
達
し
た
拳

士
す
べ
て
に
賞
状
を
授
与
す
る
特
別
方
式

が
採
ら
れ
た
。

　

出
場
拳
士
の
受
付
は
東
西
南
北
４
カ
所

の
玄
関
に
分
散
し
、
入
り
口
で
は
係
員
と

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
（
体
温
測
定
器
）
に
よ

る
検
温
、
手
指
消
毒
を
実
施
し
た
。

　

開
会
式
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
簡
略
化
さ
れ
た
。
開
会
宣
言
の
後
、

三
浦
信
行
全
日
本
学
生
少
林
寺
拳
法
連
盟

会
長
の
挨
拶
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
る
代
読

で
行
わ
れ
、「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
不
安
な
気

持
ち
を
抱
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
が
目
指
す
人
間
像
で
あ
る
、

自
信
や
勇
気
、
行
動
力
、
正
義
感
、
慈
悲

心
、真
の
強
さ
、優
し
さ
を
持
つ
人
材
が
、

今
の
時
代
に
こ
そ
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
例
年
と
様
式
が
違
う
大
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
技
術
は
も
と
よ
り
精
神

面
の
向
上
に
お
い
て
も
、
拳
士
諸
君
に
と

っ
て
、
実
り
あ
る
大
会
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

大
会
は
会
場
を
12
コ
ー
ト
に
分
け
、
全

　

第
54
回
少
林
寺
拳
法
全
日
本
学
生
大
会︵
主
催
＝
全
日
本
学
生
少
林
寺
拳
法
連
盟
︶

が
11
月
８
日
、
日
本
武
道
館
で
無
観
客
の
中
、
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
た
う
え
、
本
選
の
み
を
実
施
し
順
位
付
け
を
し
な
い
な
ど

異
例
の
形
式
と
な
っ
た
が
、
58
大
学
476
名
の
拳
士
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
少
林
寺
拳
法
連

盟
で
は
今
年
初
と
な
る
全
国
規
模
の
大
会
で
、
大
学
生
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
修
練
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
た
。

第
54
回
少
林
寺
拳
法
全
日
本
学
生
大
会

予
選
な
し
・
特
別
基
準
で
表
彰

「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
に
対
応
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16
種
目
を
本
選
の
み
で
行
っ
た
。
例
年
と

は
違
う
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
会
場
で
は
、

応
援
や
歓
声
の
な
い
静
寂
が
拳
士
た
ち
の

緊
張
感
を
よ
り
一
層
高
め
た
。

　

大
会
中
、
参
加
拳
士
は
演
武
の
前
後
に

手
や
指
を
念
入
り
に
消
毒
。
演
武
の
合
間

や
午
前
・
午
後
の
入
れ
替
え
の
際
は
ス
タ

ッ
フ
が
コ
ー
ト
の
消
毒
を
行
う
な
ど
徹
底

し
た
感
染
防
止
対
策
が
取
ら
れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
基
準
点
以
上
の
成
績
を

収
め
た
大
学
の
代
表
者
１
名
に
各
地
区
連

盟
学
生
委
員
長
が
賞
状
を
授
与
し
た
。

サーマルカメラを使って
検温が行われた（南・東玄関）

全ての入場口に飛沫（ひまつ）
感染防止シートを準備

各コートでは演武の合間に
消毒作業が行われた

大橋知直
大会実行委員長
（早稲田大学４年）

　

開
催
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
時
期
に

や
る
の
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
学
生
連
盟
内
で
議
論
を

重
ね
、各
地
区
連
盟
や
周
り
か
ら「
サ

ポ
ー
ト
す
る
か
ら
」
と
の
力
強
い
言

葉
が
後
押
し
と
な
り
、
開
催
を
決
め

ま
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
と
し
て
も
初
の
全
国

大
会
と
な
る
の
で
他
の
ス
ポ
ー
ツ
を

参
考
に
感
染
防
止
対
策
を
検
討
し
ま

し
た
。
連
盟
一
丸
と
な
り
演
武
前
の

所
作
説
明
な
ど
、
当
日
ま
で
周
知
さ

せ
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。

　

大
会
テ
ー
マ
の
「
愛
と
平
和
」
は

私
の
座
右
の
銘
で
、
大
学
入
学
後
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
人
と

人
の
関
わ
り
な
ど
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
思
い
が
よ
り
強
く

な
り
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
に
聞
く

出場大学・拳士数一覧表（58大学 476 名）
1 愛知大学 1名
2 青山学院大学 8名
3 茨城大学 4名
4 追手門学院大学 24 名
5 大阪産業大学 4名
6 大阪大学 16 名
7 関西大学 15 名
8 関西外国語大学 15 名
9 関西学院大学 1名
10 学習院大学 17 名
11 京都先端科学大学 4名
12 群馬大学 7名
13 敬愛大学 5名
14 慶應義塾大学 15 名
15 慶應義塾大学理工学部 5名
16 神戸大学 12 名
17 國學院大學 1名
18 国際武道大学 14 名
19 国士舘大学 6名
20 駒澤大学 4名
21 埼玉大学 7名
22 佐賀大学 8名
23 静岡大学静岡 5名
24 信州大学 3名
25 専修大学 5名
26 拓殖大学 1名
27 千葉大学 4名
28 中央大学 20 名
29 中京大学 6名

30 中部大学 3名
31 津田塾大学 2名
32 都留文科大学 1名
33 東京大学 21 名
34 東京経済大学 4名
35 東京電機大学 1名
36 東京農業大学 8名
37 東京農工大学 5名
38 東京理科大学 5名
39 東北大学 12 名
40 同志社大学 25 名
41 長岡技術科学大学 2名
42 長崎県立大学 1名
43 名古屋大学 1名
44 南山大学 3名
45 奈良教育大学 1名
46 日本体育大学 15 名
47 日本女子大学 3名
48 日本女子体育大学 11 名
49 白鷗大学 3名
50 法政大学 12 名
51 北海道大学 3名
52 武庫川女子大学 2名
53 明治大学 25 名
54 明治学院大学 16 名
55 桃山学院大学 6名
56 横浜国立大学 5名
57 立教大学 22 名
58 早稲田大学 21 名

心技体 人を育てる総合誌
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（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
３
８
頁 

）

〈広告〉
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日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）

〈広告〉
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ニュース　「武道推進モデル校」群馬県渋川市立北橘中学校

　

10
月
19
日
午
前
、
北
橘
中
学
校
で
３
年

生
の
空
手
道
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

日
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
藤
江
陽
子
次
長
、
伊

藤
賢
政
策
課
学
校
体
育
室
長
、
斎
藤
祐
介

同
指
導
係
・
保
健
教
育
係
長
が
視
察
。
日

本
武
道
館
か
ら
中
島
昭
博
振
興
部
振
興
課

長
ほ
か
２
名
が
同
席
し
た
。

　

北
橘
中
は
昨
年
、
渋
川
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
を
通
し
て
渋
川
市
空
手
道
連
盟
の
協
力

を
得
て
空
手
道
体
験
会
を
実
施
。
本
年
度

は
「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
と
し
て
、
空

手
道
指
導
者
の
協
力
の
も
と
、
各
学
年
で

10
月
か
ら
11
月
に
３
回
ま
た
は
５
回
の
空

手
道
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

空
手
道
授
業
終
了
後
に
、
11
月
上
旬
ま
で

４
回
ま
た
は
６
回
の
柔
道
授
業
を
行
う
。

　

こ
の
日
、
３
年
生
全
員
（
２
ク
ラ
ス
合

同
、
男
女
計
67
名
）
が
体
育
館
で
全
５
回

中
２
回
目
の
空
手
道
授
業
に
臨
ん
だ
。
３

年
生
の
授
業
は
鳩
山
元
気
教
諭
が
担
当
。

外
部
指
導
者
と
し
て
、
渋
川
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
会
長
で
あ
り
、
渋
川
市
空
手
道
連
盟

会
長
の
水
沢
淳
氏
ほ
か
４
名
が
指
導
に
あ

た
っ
た
。
市
空
手
道
連
盟
に
は
18
名
の
指

導
者
が
在
籍
し
て
お
り
、
本
年
度
の
空
手

道
授
業
で
は
、
各
自
仕
事
を
調
整
し
な
が

ら
常
に
５
名
以
上
が
立
ち
会
う
よ
う
な
態

勢
を
と
っ
て
い
る
。

　

初
め
に
担
当
の
鳩
山
教
諭
が
「
今
日
の

め
あ
て
は
『
基
本
の
技
が
正
し
く
で
き
る

か
』
で
す
。
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の
ポ
イ

ン
ト
を
考
え
な
が
ら
実
践
し
て
く
だ
さ

い
」
と
説
明
し
、
授
業
が
展
開
さ
れ
た
。

　

水
沢
講
師
の
指
導
の
も
と
、
生
徒
た
ち

は
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。
感
染

症
対
策
の
た
め
、
生
徒
同
士
の
距
離
を
十

分
に
と
っ
て
い
る
。
水
沢
講
師
は
マ
ウ
ス

シ
ー
ル
ド
、
生
徒
た
ち
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
る
。

　

実
技
は
結
び
立
ち
、
平
行
立
ち
な
ど
の

立
ち
方
の
確
認
を
行
い
、
突
き
、
蹴
り
の

指
導
に
入
っ
た
。「
拳
を
し
っ
か
り
と
握

っ
て
正
し
い
コ
ー
ス
で
突
く
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
越
し
に
水
沢

講
師
の
声
が
響
く
。
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
突
き
を
行
う
生
徒
た
ち
。
同
校
の

下
境
一
浩
校
長
は
「
対
人
接
触
が
な
く
て

も
実
施
で
き
る
空
手
授
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
で
も
適
し
て
い
る
武
道
種
目
だ
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

次
に
全
体
を
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
非

接
触
で
約
束
組
手
の
実
技
（
上
段
突
き
・

中
段
突
き
の
受
け
と
返
し
）
を
行
っ
た
。

続
い
て
基
本
的
な
形
の
指
導
に
な
っ
た
。

初
め
に
連
盟
の
指
導
者
が
模
範
を
示
し
、

生
徒
た
ち
も
そ
れ
に
続
く
。
生
徒
た
ち
は

　

中
学
校
で
の
武
道
授
業
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
は
外
部
指
導
者
を
活
用
し
て
複
数
の
武
道
を
選

択
す
る
「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
の
事
業
を
昨
年

度
に
続
き
計
画
し
、
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

教
育
委
員
会
が
選
定
し
た
モ
デ
ル
校
で
武
道
授
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
に
選
ば
れ

た
群
馬
県
渋
川
市
立
北ほ
っ

橘き
つ

中
学
校
の
空
手
道
授
業

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

コロナ対策は万全
空手指導者が授業に協力

非接触で行われた約束組手

「武道推進モデル校」の群馬県・渋川市立北橘中学校
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前
回
の
授
業
を
思
い
出
し
、
水
沢
氏
の
指

導
を
確
認
し
な
が
ら
必
死
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

　

最
後
は
、
連
盟
の
福
原
秀
樹
氏
に
よ
る

形
の
模
範
演
武
。
福
原
氏
は
昨
年
８
月
に

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
行
わ
れ
た
第
２
回
ア

ジ
ア
オ
セ
ア
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
団

体
戦
男
子
形
の
部
で
優
勝
し
た
熟
達
者
。

福
原
氏
が
「
エ
ン
ピ
」
と
形
名
を
呼
称
す

る
と
、
生
徒
た
ち
は
福
原
氏
の
丹た
ん

田で
ん

か
ら

響
く
掛
け
声
に
圧
倒
さ
れ
た
様
子
。
空
気

が
裂
け
る
よ
う
な
突
き
や
し
な
や
か
な
足

運
び
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
演
武
を
見

終
わ
る
と
、
福
原
氏
に
大
き
な
拍
手
を
送

っ
て
い
た
。

「
空
手
で
は
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
突
き
や
蹴
り
は
力
強

く
、
そ
し
て
美
し
く
な
る
よ
う
に
心
掛
け

て
演
武
し
ま
し
ょ
う
」
と
水
沢
講
師
が
結

ん
で
授
業
は
終
了
し
た
。

◇

◉
藤
江
陽
子
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長

「
北
橘
中
学
校
の
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の

中
学
校
で
複
数
の
武
道
を
選
択
す
る
『
武

道
推
進
モ
デ
ル
校
』
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

種
目
を
体
験
し
て
日
本
固
有
の
武
道
に
触

れ
る
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
前
半
は
全
国

各
地
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
休
校
が
続
い

た
り
、
人
と
の
接
触
を
避
け
た
り
と
、
体

育
の
授
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
非
常
に
困

難
な
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
北
橘
中
学
校

の
よ
う
に
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
進

め
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。ま
た
、単
な
る
体
験
だ
け
で
な
く
、

一
流
の
指
導
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
実

施
で
き
る
の
は
貴
重
で
す
の
で
、
生
徒
さ

ん
に
は
将
来
に
繋つ
な

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」

◉
水
沢
淳
渋
川
市
空
手
道
連
盟
会
長

「
生
徒
さ
ん
は
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
ま

す
し
、
時
間
的
な
制
約
が
あ
る
中
で
も
成

果
は
上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
武
道
を
通
じ
て
『
心
の
も
ち
方
』
を

学
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
広
が
る
中
で
の

指
導
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
で
は
、
手
洗
い
・
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
３
密
の
回
避
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

空
手
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
正
し
い
予
防

知
識
を
身
に
つ
け
て
、
日
常
生
活
で
ウ
イ

ル
ス
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
授
業
を
通
じ
て
、
そ
れ
も
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
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〈広告〉

好
評
発
売
中
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〈広告〉

中
売
発
評
好



月刊「武道」は、全国の書店で販売しています。
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